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大学院レベルのリフレッシュ教育５５

申 込

’
オリエンテーション

｜
授業、実習、実験、個人研究の実施

↓
定期的に研修成果のレポートの作成

卜所属企業等一
会
社
の
意
向
反
映

受
講
者
の
意
向
反
映

の自主的報告

ナールにおける研修生成果の定期的発表と検討
↓

研修終了
↓

研修成果報告書作成

卜所属企業等仙提＆
研修終了発表会

↓
修了証授与

ゼミ

図４長期公開講座の履習プロセス

などにおける発表を通じて掌握し授業などに帰還させるようにした。
〔講座の実施状況〕
参加者の応募状況は定員の0.8～1.5倍程度であった。修了認定者は60～70%
程度で長期間の講座の割りには良好であった。基礎科目への出席率は予想に反し
て高く，自分の専門外の知識を吸収し学際領域，融合領域の能力を高めようとす
る意欲が感じられた。授業全体を通じて受講者が求めていることは，①自分がか
かえている問題解決の糸口，②新しい技術，製品の種子の探索，③現在自分が用
いている技術の本質や基礎の理解，などであった。受講内容，特に実験実習のし
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大学院レベルのリフレッシュ教育５７
が広いこと，③自然現象に深く根差していること，④理解度に大きな喜びが感じ
られること，などを配慮して，化学熱力学をとりあげることとした。ただし，研
究開発の現場にいる技術者に化学熱力学を十分に活用してもらうことを意図して，
実際の問題を重点をおくことにし，標記のテーマとした。企画にあたり，企業が
化学熱力学に対してどのようなニーズを感じているかの調査を行った。その結果
は，①基礎学問の重要性は十分に認識しているが学習の機会がない，②基礎学問
は社内研修ではカバー出来ない，③化学熱力学は活用しなければならない学問で
あることはよく理解しているが，正しく取り扱える技術者は少ない，④本質を理
解せずマニュアル的に利用していることが多い，等の意見があった。ただし，基
礎学問よりも実務優先であるとする意見も根強かった。
〔カリキュラム〕
徹底的な理解を図るために，同じ事柄を立場を変えて講義し，実験演習でさら
にそれを確認するカリキュラム構成とした。さらにその内容が現在の先端産業で
どのように生かされているかの講義も加えた。具体的には次のようである。
( 1 ) 通論講義：２単位相当
(2)テーマ別講義：２単位相当
(3)特別講義：４単位相当（この講義のみの受講可能）
( 4 ) 実験演習：２単位相当

総計１０単位相当

〔講座の実施状況〕
５０～25名程度の参加があった。講座の途中で頻繁に理解度とテーマにたいする

意識の変化を調査した。理解度は視点を変えた繰り返しの学習によって飛躍的に
増加した。意識の変化には興味深いものがある。受講まえの化学熱力学に対する
イメージは，①難解であり自分には理解出来ないと信じている，②抽象的でつか
み所がない，③数式の羅列の印象が強く自分では取り扱えそうにない，④現実へ
の適用は自分には困難である，と言うようなものであった。講座が進むにつれて，
意識は，①身近な学問であり自分にもアプローチ出来そうである，②自然現象を
深くしかも具体的にとらえている，③現実の問題に広く適用できる，④数式は自
然現象を表す言葉にすぎない，のように変化していった。

〔基礎分野の社会人教育に当たって留意すべきこと〕
この講座を通じて，社会人の多くには基礎学問への憧れがあると同時に絶望感
もあることを見いだした。絶望感をとり除き学習意欲を高めるための教育上の留
意点を抽出すると次のようになる。
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６０特集大学改革と生涯学習
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寄附講座群運営組織

⑪ ⑬ ｜ ⑭ ⑮

既存の大学制l織（機能）
⑫

大学の教育研究機能の社会への開放
大学の教育研究機能の拡大と強化

閃『１１の記号脱明
-●。：相当するコーディネート楓栂の輿盤織能を蜜す。
①南１．１卿序群への會加
､､111門
③出費企竃への働きかけ・寄附飼序の活動成弧の遍元
④寄附鋼臨の鵬動成果の還元
⑤H1圃企魚と醗当寄附田応の息見岡懐・交涜の促進概助
⑥企電即の取りまとめ（出留金の典侭沖）及び⑤の楓能
⑦緊密厳連挽

⑨研究成果の地域廉愈への還元・地域庶免の向度化・地域の人材向成
⑩．γ位111酬と授与
⑭既汀の大予細微と寄{･Ｉ馴序９１のH1可刺融による溺性化
⑫既存の大学細轍の社会への開放
⑬棚呵研究戟何Ｉｇ力
⑭寄{･閥座群人事・予約聖定
⑮窃剛調序の報スト捉仙による廐〃大予副担の人亨停開の解j、

⑧コーディネート侭能の掲助・地壇祇性化のための施頭協力依飼・寄附男座の研究⑯時代の唇鯛に合った礼金人向けリカレント敏冑コースの聞股・科目淳屈像'た制度
敏 何 の l q 所 肱 ど の 恨 供 を 利 川 し た 1 1 1 位 の 取 椰 ・ 学 位 取 ｉ ９ ・ 賓 栴 の 哩 定

図５寄付講座群と企業群を利用した積極的大学・大学院の開放のしくみ



大学院レベルのリフレッシュ教育６１
した仕組みである。図６にその仕組みを示す。大学側の仕組みは前項のそれとほ
ぼ同じである。国公立の研究機関内の設置にもコーディネート機構を設置し大学
側のコーディネート機構と協力して寄附講座の設置や運営にあたる。国公立の研
究機関は企業ニーズを詳細に把握しているので，そこが中心となって単独企業あ
るいは企業群を出資元とする寄附講座を作る調整をする。国公立の研究機関は優
秀な人材を寄付講座教員として派遣し大学における教育研究経験を積むことも考
えられる。

５-４．第３セクターによるリフレッシュ教育推進機構
平成５年５月に国立大学協会生涯学習特別委員会が公表した冊子「国立大学と

生涯学習」の第４章「生涯学習のための新システムの提案」に「第３セクターに
よるリカレント教育レベルの学習センター構想」が提案されている（2'。この構
想は本稿で取り上げている事項によく整合し，むしろリフレッシュ教育に近い内
容を有するので簡単に紹介しておく。図７にその仕組みを示す。この図から分か
るように，前項で筆者らが提案した仕組みで，コーディネート機構の部分がセン
ターに置き換わったと考えると実質的には類似であるといえる。ただ，この仕組
みは全国的な規模で構想されている点が異なる。この主体たるべき新機構のセン
ターは第３セクター方式によりて企業等の出資金，地方等の補助金，国の機関か
らの委託金などで設立され運営される。このセンターは交通網などの便利さも考
えて全国数ヶ所に設置され，センター相互間でも有機化できる機能を備える。セ
ンターはニーズを把握して，学習テーマ，講師，教室などカリキュラムを設定し，
これを企業，官公庁へ通知し，この講座への派遣履修生を決める。学習は大学や
学習センターを中心とした教室なり，実験・実習地で行われ，大学設置基準等で
定められている時間数によって科目毎に単位が出せる仕組みである。詳細につい
ては前記した冊子を参照されたい。

6．おわりに

大学院レベルのリフレッシュ教育は我が国の企業の実力と活力を保持するため
に必要不可欠であり企業も強くそれを望んでいること｛‘!，現在の大学・大学院
はその要求に答えられる潜在力を有すること，しかし大学は容易にはリフレッ
シュ教育を実施する体質に変革しえないこと，を繰り返し述べて来た(5)。この
もどかしさを打破するには，具体的な試行をさらに積み上げると同時に大学の外
からの働きかけが重要であると思われる。
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